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新しく任命５氏

大学院活性化を

山田氏ら学長賞

設置校で入学式

防犯カメラ寄付

設置校で卒業式

山﨑武司氏講演

新ピンポン外交

２

３

３

４

５

６

７

８

学
園
事
務
局
長
に
川
出
氏

経
営
統
括
本
部
長 

三
輪
氏

大
学
副
学
長
に
山
田
英
教
授

　

学
園
の
後
援
組
織
・
名
古
屋

電
気
学
園
愛
名
会
の
新
し
い
会

長
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
相
談
役
・

技
監
の
佐
々
木
眞
一
氏
（
67
）

＝
写
真
上
、
副
会
長
に
清
水
建

設
常
務
執
行
役
員
・
名
古
屋
支

店
長
の
井
上
和
幸
氏
（
57
）
＝

写
真
下
＝
が
決
ま
り
、
五

月
三
十
日
に
名
古
屋
市
内

体
制
新
た
に
26
年
度
ス
タ
ー
ト

　

名
古
屋
電
気
学
園
は
四
月
一

日
、
組
織
変
更
、
人
事
異
動
を

行
い
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
主
要
人
事
で
は
学
園
に

経
営
統
括
本
部
を
新
設
、
本
部

長
に
常
務
理
事
の
三
輪
博
美

氏
、
学
園
事
務
局
長
兼
総
務
部

長
に
川
出
善
晴
氏
、
大
学
副
学

長
に
山
田
英
介
応
用
化
学
科
教

授
が
就
き
、
財
務
部
長
を
後
藤

尚
之
学
園
事
務
局
次
長
が
兼
務

し
ま
す
。
こ
の
日
は
辞
令
交
付

式
、
年
度
始
め
式
が
行
わ
れ
後

藤
淳
理
事
長
、
後
藤
泰
之
学
長

が
平
成
二
十
六
年
度
の
ス
タ
ー

ト
に
あ
た
り
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

学
園
の
辞
令
交
付
式
は
八
草

キ
ャ
ン
パ
ス
本
部
棟
で
新
規
採

用
者
、
任
命
・
昇
格
者
の
順
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
規
採
用
は

大
学
教
員
十
一
人
、
高
校
中
学

教
員
六
人
、
事
務
職
員
一
人
の

計
十
八
人
。
任
命
は
大
学
教
員

三
人
（
再
任
一
人
含
む
）、
事

務
職
員
三
人
の
計
六
人
。
昇
格

は
大
学
教
員
七
人
、
事
務
職

員
（
管
理
職
）
四
人
の
計
十
一

人
で
後
藤
理
事
長
か
ら
一
人
ひ

と
り
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
後
藤
学
長
ら
学
園
幹
部
六

人
も
立
ち
会
い
ま
し
た
。

　

後
藤
理
事
長
は
新
規
採
用
者

に
対
す
る
挨
拶
で
「
新
し
く
お

見
え
い
た
だ
い
た
方
々
は
、
こ

愛
名
会
新
会
長
に
佐
々
木
氏で

開
か
れ
た
平
成
二
十
六
年
度

総
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
二
年
＝
総
会
記
事
７
面
。

　

佐
々
木
氏
は
ト
ヨ
タ
自
動
車

工
業
に
入
社
後
、
専
務
、
品
質

保
証
本
部
な
ど
各
本
部
長
、
副

社
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

現
在
、
中
部
経
済
連
合
会
副
会

長
、
国
土
審
議
会
委
員
な
ど
も

務
め
て
い
ま
す
。
井
上
氏
は
今

年
四
月
か
ら
名
古
屋
支
店
長
。

附
属
中
卓
球
部
が

３
連
続
全
国
制
覇

島
根
県
出
雲
市
で
開
か
れ
た
第
15

回
全
国
中
学
選
抜
卓
球
大
会
で
優

勝
し
た
附
属
中
卓
球
部
。
写
真
は

月
刊

「卓
球
王
国
」
提
供

　
　
　
　
　
　
　

＝
記
事
７
面

れ
か
ら
名
古
屋
電
気
学
園
の
教

職
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
所
で

勤
務
さ
れ
ま
す
。
学
園
は
一
昨

年
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
次
の
百
周
年
へ
向
け
皆
様

方
に
は
若
い
力
を
存
分
に
発
揮

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
期
待
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。
ま
た
任
命
・
昇
格
者
に

も
「
学
園
も
次
の
百
年
へ
向

か
っ
て
よ
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ

ま
し
た
。
事
務
局
の
編
成
や
大

学
も
副
学
長
が
変
わ
り
ま
し
た

が
、
学
園
が
今
後
も
成
長
し
て

い
く
よ
う
皆
さ
ん
が
中
心
に

な
っ
て
お
骨
折
り
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

「
次
の
百
年
へ
力
発
揮
を
」

辞令交付式・年度始め式

教職員を激励する
後藤淳理事長

新しい体制で行われた年度始め式
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山田英介
大学副学長

井研治大学副学長・
学生支援本部長

三輪博美常務理事・
経営統括本部長

川出善晴事務局長・
総務部長

後藤尚之事務局次長 ・
財務部長

新
し
く
任
命
５
氏

工
学
部
電
気
学
科
教
授　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
宏

工
学
部
応
用
化
学
科
教
授
（
応

用
化
学
科
客
員
教
授
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　

森
田　
　

靖

工
学
部
機
械
学
科
教
授　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

今
野　
　

彰

工
学
部
建
築
学
科
教
授　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

河
路　

友
也

経
営
学
部
経
営
学
科
教
授　
　

　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

里
美

情
報
科
学
部
情
報
科
学
科
准
教

授　
　
　
　
　
　

内
藤　

克
浩

基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授　

　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

久
佳

工
学
部
電
気
学
科
講
師　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

元
谷　
　

卓

工
学
部
応
用
化
学
科
講
師　
　

　
　
　
　
　
　
　

村
上　

博
哉

基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
講
師　
　

　
　
　
　
　
　
　

東
平　

彩
亜

工
学
部
機
械
学
科
助
教
（
工
学

部
機
械
学
科
任
期
付
助
手
） 　

　
　
　
　
　
　
　

武
田　

亘
平

工
学
部
機
械
学
科
教
授
（
准
教

授
）　　
　
　

     
北
川　

一
敬

情
報
科
学
部
情
報
科
学
科
教
授

（
准
教
授
）　　
　

水
野　

慎
士

基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
（
准

教
授
）　　
　

     

森　

ゆ
か
り

基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
（
准

教
授
）　　
　

     

伊
藤　
　

健

工
学
部
機
械
学
科
准
教
授
（
講

師
）　 　
　
　
　

松
井　

良
介

新
規
採
用
の
大
学
教
員

教
諭　
　
　
　
　

中
間　
　

弘

教
諭　
　
　
　
　

野
村　

嘉
寛

教
諭　
　
　
　
　

福
田　
　

稔

教
諭　
　
　
　
　

森　
　

大
輔

教
諭　
　
　
　
　

冨
田　

弘
樹

教
諭
・
中
学
教
諭　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

綾
香

工
学
部
建
築
学
科
准
教
授
（
講

師
）         　
　
　

佐
野　

泰
之

基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授

（
講
師
）　  　

     

川
口　

洋
誉

　

定
年
退
職
式
18
人
ね
ぎ
ら
う

　

学
園
の
平
成
二
十
五
年
度
定

年
退
職
者
辞
令
交
付
式
が
三
月

二
十
八
日
、
若
水
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
、大
学
教
員
十
一
人
、

高
校
教
員
三
人
、
事
務
職
員
四

人
の
計
十
八
人
が
定
年
退
職
し

ま
し
た
。

　

退
職
者
一
人
ひ
と
り
に
後
藤

淳
理
事
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ

れ
、
後
藤
泰
之
学
長
か
ら
は
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
後
藤

理
事
長
が
挨
拶
し
「
皆
さ
ん
は

大
学
も
高
校
も
成
長
し
た
時

期
に
勤
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
昨
年
、
学
園
が
創
立
百

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
皆
さ
ん
の
苦
労
の
お
か
げ

で
す
。
ま
だ
ま
だ
お
元
気
の
よ

　

定
年
退
職
者
は
次
の
皆
さ
ん

　
（
大
学
）
落
合
鎮
康　

高
村

秀
一　

酒
井
忠
雄　

中
島
剛　

水
野
光
国　

鈴
木
達
夫　

池
田

良
夫　

寺
本
和
幸　

甲
村
和
三

　

大
矢
公
彦　

安
田
伍
朗
（
大

学
事
務
局
）
阿
部
節
子　

佐
藤

友
泰
（
高
校
）
竹
内
博
美　

水

野
慎
一
郎　

後
藤
敏
春　

小
島

登
志
子
（
専
門
学
校
）
池
山
久

美
子

う
な
の
で
時
に
は
思
い
出
の
場

に
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
長

い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
退
職
者
を
代
表

し
て
鈴
木
達
夫
教
授
・
副
学
長

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

学
園
辞
令
交
付
式

新
規
採
用
の
中
高
教
員

昇
格
し
た
大
学
教
員

年
度
始
め
式
で

後
藤
学
長
強
調

後藤淳理事長を囲み記念撮影す
る新規採用の大学教員の皆さん

新規採用の中高教員の皆さん

昇格した大学教員の皆さん

後藤淳理事長を囲み記念撮影する定年退職者の皆さん



学 園 だ よ り（3） 平成26年6月15日 第154号

「
大
学
院
の
活
性
化
を
」
年
度
始
め
式
で

後
藤
学
長
強
調

　

大
学
の
平
成
二
十
六
年
年
度

始
め
式
は
四
月
一
日
、
八
草

キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館
大
講
義
室

で
学
園
・
大
学
の
教
職
員
が
出

席
し
て
行
わ
れ
、
後
藤
淳
理
事

長
は
「
桜
の
花
も
咲
き
誇
り
新

し
い
年
度
に
入
る
日
に
ふ
さ
わ

し
い
天
気
と
な
り
ま
し
た
。
二

年
前
に
百
周
年
を
終
え
、
こ
れ

か
ら
が
大
事
な
時
。
日
本
が
再

び
元
気
を
取
り
戻
し
世
界
に
負

け
な
い
仕
事
を
し
て
い
く
た
め

に
教
育
と
研
究
、
若
い
人
を
育

て
る
と
同
時
に
も
の
づ
く
り
も

大
切
。
今
日
は
た
く
さ
ん
の
方

を
新
た
に
お
迎
え
し
、
昇
任
・

昇
格
者
も
た
く
さ
ん
出
て
い
ま

す
。
力
を
合
わ
せ
大
学
が
中
心

に
な
っ
て
名
古
屋
電
気
学
園
が

他
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
皆
様
方
の
ご
活

躍
を
祈
念
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
後
藤
泰
之
学
長
が
挨

拶
、「
私
学
を
取
り
巻
く
状
況

は
十
八
歳
人
口
の
減
少
が
一
番

の
問
題
。
今
は
比
較
的
安
定
し

て
い
る
が
、
六
年
後
か
ら
は
急

激
に
減
っ
て
き
ま
す
。
対
応
と

し
て
は
、
ま
ず
は
教
育
の
質
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
は

な
い
か
。
そ
の
た
め
に
先
生
方

に
も
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
、

例
え
ば
Ｆ
Ｄ
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
優
秀
な

学
生
を
育
て
送
り
出
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
本
学
は
も
の
づ
く
り

を
通
し
て
の
人
づ
く
り
が
教
育

モ
ッ
ト
ー
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
伝
統
と
姿
勢
を
強

化
し
て
い
き
た
い
。
昨
年
は
映

画
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
が
参

加
し
た
学
生
に
は
大
き
な
財
産

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
学
生

に
生
き
た
も
の
づ
く
り
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。
ぜ

ひ
躊
躇
し
て
い
る
学
生
が
い
た

ら
背
中
を
押
し
て
や
っ
て
ほ
し

い
。
さ
ら
に
、
今
年
度
取
り
組

み
た
い
の
は
大
学
院
の
活
性

化
、
進
学
者
を
増
や
し
た
い
。

就
職
だ
け
で
な
く
進
路
ガ
イ
ダ

ン
ス
と
し
て
一
年
生
の
時
か
ら

意
識
付
け
を
し
て
ほ
し
い
。
大

学
院
が
活
性
化
す
れ
ば
先
生
方

の
研
究
も
活
性
化
し
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
都
市

環
境
学
科
に
防
災
関
連
の
専
攻

を
作
り
た
い
と
準
備
し
て
い
ま

す
」
と
新
年
度
の
方
針
を
示
し

て
い
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
「
学
長
賞
」
に
３
氏

　

大
学
の
平
成
二
十
五
年
度

「
学
長
賞
」
は
応
用
化
学
科
の

山
田
英
介
教
授
、
機
械
学
科
の

戸
伏
壽
昭
教
授
、
学
務
部
経
営

学
科
事
務
室
の
中
嶋
研
索
係
長

の
三
人
に
、
年
度
始
め
式
の
席

上
、
後
藤
泰
之
学
長
か
ら
贈
ら

れ
ま
し
た
。
本
学
の
教
育
・
研

究
及
び
管
理
運
営
等
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
し
た
団
体
ま
た

は
個
人
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

山
田
教
授
の
功
績
は
も
の
づ

く
り
教
育
の
振
興
に
あ
た
り
、

昨
年
度
制
作
し
た
映
画
「
Ａ
・

Ｆ
・
Ｏ
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
制
作
意
図
を
学
生

に
発
信
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

喚
起
し
た
ほ
か
学
内
の
取
り
ま

と
め
や
調
整
に
尽
力
、
円
滑
な

撮
影
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　

戸
伏
教
授
は
教
育
・
研
究
の

振
興
の
功
績
で
、
形
状
記
憶

材
料
の
研
究
に
従
事
す
る
中
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
研
究
者
と
の
共

同
研
究
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
理
論
応

用
力
学
会
へ
の
貢
献
が
認
め
ら

れ
、
名
誉
会
員
の
称
号
を
受
け

ま
し
た
。

　

中
嶋
係
長
は
山
田
教
授
と
同

じ
く
映
画
製
作
を
通
じ
て
の
も

の
づ
く
り
教
育
の
振
興
。当
時
、

学
務
部
庶
務
課
係
長
と
し
て
制

作
本
部
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
約

１
か
月
に
及
ぶ
撮
影
の
間
、
休

日
も
休
む
こ
と
な
く
連
日
深
夜

ま
で
撮
影
の
状
況
を
見
守
り
、

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
取
り
ま
と
め

な
ど
を
行
い
映
画
の
成
功
に
尽

力
し
ま
し
た
。

　

学
園
の
平
成
二
十
六
年
度
篠

原
卯
吉
先
生
研
究
奨
励
助
成
金

は
工
学
部
機
械
学
科
の
松
井
良

「
防
災
関
連
の
専
攻
を
準
備
」

年度始め式で挨拶
する後藤泰之学長

後藤学長と記念撮影する戸伏壽昭教
授 （左端）、 山田英介教授 （右から
2人目）、 中嶋研索係長 （右端）

介
准
教
授
に

年
度
始
め
式

の
席
上
、
後

藤
淳
理
事
長

か
ら
授
与
さ

れ
ま
し
た
＝

写
真
。

　

同
助
成
金

は
名
古
屋
大
学
の
第
五
代
総
長

を
務
め
、
本
学
と
も
縁
が
深

か
っ
た
篠
原
先
生
の
遺
志
に
基

づ
き
、
本
学
の
若
手
研
究
者
の

研
究
を
支
援
す
る
も
の
で
、
授

与
は
数
年
に
一
度
と
い
い
ま

す
。

　

松
井
准
教
授
の
研
究
テ
ー
マ

は
「
傾
斜
機
能
特
性
を
有
す
る

TiN
i

系
形
状
記
憶
材
料
の
開

発
」
で
、
例
え
ば
ワ
イ
ヤ
の
よ

う
な
形
状
記
憶
材
料
の
端
か
ら

端
に
か
け
て
成
分
を
徐
々
に
変

え
、
元
に
戻
る
温
度
を
連
続
的

に
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
て

お
り
、
医
療
分
野
な
ど
へ
の
応

用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

松
井
准
教
授
は
「
大
変
光
栄

で
す
。
篠
原
先
生
の
ご
厚
意
に

恥
じ
ぬ
よ
う
研
究
に
邁
進
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

篠
原
先
生
研
究
奨
励
助
成
金

　
　

松
井
准
教
授
に
授
与
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学
園
の
設
置
校
四
校
の
入
学
式
は
、
四
月
二
日
の
愛
知
工
業
大
学

を
皮
切
り
に
愛
工
大
名
電
高
校
と
愛
工
大
附
属
中
学
校
が
七
日
、
愛

工
大
情
報
電
子
専
門
学
校
が
八
日
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
希

望
を
胸
に
大
勢
の
若
者
が
学
園
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

設
置
校
４
校
で
相
次
ぎ
入
学
式

大
学
へ
１
５
５
０
人

　

大
学
の
入
学
式
は
八
草
キ
ャ

ン
パ
ス
・
鉀
徳
館
で
行
わ
れ
、

学
部
千
四
百
三
十
六
人
、
大
学

院
百
十
四
人
の
計
千
五
百
五
十

人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
後
藤
泰
之
学
長
が
式

辞
を
述
べ
「
新
入
生
の
皆
さ

ん
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
入
学
を
心

か
ら
歓
迎
し
ま
す
。
本
学
は

一
九
五
九
年
に
中
部
地
方
最
初

の
私
立
工
科
系
大
学
と
し
て
開

設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の
優

れ
た
卒
業
生
を
社
会
に
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。
多
く
の
先
輩
た

ち
の
よ
う
に
皆
さ
ん
も
有
意
義

な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
に

役
立
つ
人
間
と
な
る
た
め
に

は
、
学
識
に
加
え
て
豊
か
な
人

間
性
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
れ
が
本
学

の
教
育
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
『
創

造
と
人
間
性
』
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
は
無
限
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
今

後
の
努
力
に
期
待
し
ま
す
」
と

祝
福
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
後
藤
淳
理
事
長
が
挨

拶
に
立
ち
「
入
学
お
め
で
と

う
。
桜
の
咲
く
こ
の
新
し
い
年

度
、
清
新
な
新
入
生
の
皆
さ
ん

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

学
園
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び

で
す
。
名
古
屋
電
気
学
園
は
一

昨
年
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
大
学
も
も
う
じ
き
六
万
人

近
い
卒
業
生
が
出
ま
す
。若
さ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
日
本
の
一
番
大

事
な
力
で
す
。
皆
さ
ん
が
こ
れ

か
ら
力
を
出
し
て
頑
張
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
新
入
生
を
代
表

し
て
辻
聖
太
君
（
情
報
科
学
科

メ
デ
ィ
ア
情
報
専
攻
）
が
「
勉

学
に
精
進
し
、
豊
か
な
人
間
性

と
創
造
力
を
身
に
つ
け
、
学
生

と
し
て
の
本
分
を
全
う
す
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
し
ま

し
た
。

　

桜
が
満
開
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は

新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ

新
入
生
の
ほ
か
大
勢
の
保
護
者

ら
も
訪
れ
華
や
い
だ
雰
囲
気
。

Ａ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
周
辺
で
は
、
バ

ン
ド
演
奏
や
先
輩
た
ち
が
チ
ラ

シ
を
配
っ
て
サ
ー
ク
ル
へ
勧
誘

す
る
姿
も
見
ら
れ
、
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

入
学
者
の
内
訳
は
次
の
通

り
。
工
学
部
九
百
九
十
三
人
、

経
営
学
部
百
九
十
六
人
、
情
報

科
学
部
二
百
四
十
七
人
、
大
学

院
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程

七
十
四
人
、
同
博
士
後
期
課
程

三
人
、
大
学
院
経
営
情
報
科
学

研
究
科
博
士
前
期
課
程
二
十
九

人
、
同
博
士
後
期
課
程
八
人
で

し
た
。
な
お
編
入
学
者
は
八
人

で
し
た
。

　

名
電
高
校
の
入
学
式
は
若
水

キ
ャ
ン
パ
ス
喬
徳
館
で
行
わ

れ
、
六
百
五
十
九
人
が
入
学
し

ま
し
た
。
初
め
に
久
保
芳
孝
校

長
が
普
通
科
四
百
二
十
七
人
、

情
報
科
学
科
四
十
三
人
、
科
学

技
術
科
百
八
十
九
人
の
入
学
許

可
を
宣
言
。
情
報
科
学
科
と
科

学
技
術
科
は
予
想
よ
り
入
学
者

が
多
く
、
両
科
合
わ
せ
て
昨
年

よ
り
一
ク
ラ
ス
多
い
六
ク
ラ
ス

編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
久
保
校
長
は
式
辞

名
電
高
校
１
ク
ラ
ス
増

で
、
中
国
の
古
典
「
孟
子
」
か

ら
「
志
を
尚
く
す
」
の
言
葉
を

引
用
し
「
一
人
の
人
間
と
し
て

大
き
く
成
長
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
期
待
の
言
葉
を
述
べ
、

後
藤
淳
理
事
長
も
新
入
生
を
激

励
し
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
原
田
敦

矢
君
が
「
名
電
高
校
の
生
徒
と

し
て
校
則
を
守
り
勉
学
に
ク
ラ

ブ
活
動
に
精
一
杯
努
力
す
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
、
全

員
で
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

式
の
後
、
各
ク
ラ
ス
の
担
任
紹

介
も
あ
り
ま
し
た
。

　

附
属
中
学
校
の
入
学
式
は
淳

和
記
念
館
体
育
館
で
行
わ
れ
、

百
十
五
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

久
保
芳
孝
校
長
が
入
学
許
可
宣

言
し
た
後
、
式
辞
を
述
べ
「
早

く
学
校
生
活
に
お
け
る
目
的
を

見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
六
年
後
、

満
足
感
、
充
足
感
に
満
ち
溢
れ

て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
後
藤
淳
理
事
長
が
挨

拶
、
名
古
屋
電
気
学
園
の
歴
史

に
触
れ
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は

諸
君
の
勉
強
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
学
校
生
活
を
楽
し
み
な
が

ら
基
礎
学
力
、
体
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
大
事
で
す
」
と
励

ま
し
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

新
入
生

代
表
の
侘

美
涼
さ
ん

が
「
私
た

ち
は
校
訓

の
『
誠
実 

勤
勉
』
の

教
え
に
従

い
、
努
力

し
続
け
る

こ
と
を
誓

い
ま
す
」

と
宣
誓
し

ま
し
た
＝

写
真
。

式辞を述べる
久保芳孝校長

附
属
中
に
は
１
１
５
人

専
門
学
校
に
78
人
入
学

式辞を述べる
後藤泰之学長

厳
粛
な
雰
囲
気
の
大
学
入
学
式
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名
古
屋
市
名
東
区
神
里
の
姉

妹
学
園
・
あ
い
わ
幼
稚
園
で
四

月
五
日
、
四
十
九
回
目
の
入
園

式
が
行
わ
れ
、
年
少
組
百
人
が

入
園
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
後
藤
泰
之
園
長

（
愛
工
大
学
長
）
が
新
入
園
児

た
ち
に
「
み
な
さ
ん
は
今
日
か

ら
あ
い
わ
幼
稚
園
の
お
友
達
に

な
り
ま
し
た
。
園
庭
に
は
楽
し

い
遊
具
が
あ
り
ま
す
。
本
を
読

　

情
報
電
子
専
門
学
校
の
入
学

式
は
同
校
大
教
室
で
行
わ
れ
、

七
十
八
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

稲
垣
愼
二
校
長
が
「
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
は
今
日
か
ら
輝
か
し
い
伝
統

を
持
つ
名
古
屋
電
気
学
園
の
一

員
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

前
途
は
多
様
な
可
能
性
に
満
ち

て
お
り
、
何
事
に
も
明
る
く
積

ん
だ
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
遊

戯
を
し
た
り
楽
し
い
こ
と
が

待
っ
て
い
ま
す
。
優
し
い
先
生

も
い
ま
す
。
毎
日
元
気
よ
く

通
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
か

け
、
保
護
者
に
は
「
愛
、
和
、

自
由
」
の
教
育
方
針
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
講
師
や
担
任
の
先

生
が
紹
介
さ
れ
、
後
藤
園
長
と

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

あいわ幼稚園 100 人入園

新入園児にお話しする後藤泰之園長 極
的
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
後
藤
淳
理
事
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
名
古
屋
電
気
学

園
の
沿
革
や
専
門
学
校
の
歴
史

に
触
れ「
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、

こ
の
地
域
の
、
日
本
の
産
業
界

で
活
躍
で
き
る
人
に
育
っ
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
こ
の
学
校
で
生

涯
の
友
達
も
作
っ
て
く
だ
さ

式辞を述べる
稲垣愼二校長

新入生を励ます
後藤淳理事長

専
門
学
校
に
78
人
入
学

　

学
園
は
「
後
藤
す
ゞ
子
先
生

奨
学
金
」
を
二
件
、
交
付
し
ま

し
た
。
元
学
園
長
の
後
藤
す
ゞ

子
先
生
の
遺
志
に
基
づ
き
設
け

ら
れ
て
い
る
奨
学
金
は
、
思
い

が
け
な
い
理
由
で
学
資
の
負
担

が
難
し
く
な
っ
た
設
置
校
の
学

生
、
生
徒
が
学
業
を
継
続
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

三
月
二
十
八
日
は
名
電
高
校

生
の
母
親
に
若
水
キ
ャ
ン
パ

ス
南
校
舎
で
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
後
藤
淳
理
事

長
が
、
す
ゞ
子
先

生
が
奨
学
金
を
設

け
た
思
い
を
説
明

し
、
母
親
に
「
大

変
で
し
た
ね
。
で

も
お
子
さ
ん
は
い

い
子
に
育
っ
て
い

ま
す
ね
」
と
声
を

か
け
、
奨
学
金

を
手
渡
し
ま
し

後
藤
す
ゞ
子
先
生
奨
学
金
、
２
件
交
付

た
。
後
藤
理
事
長
は
高
校
生
に

も
「
し
っ
か
り
勉
強
し
て
お
父

さ
ん
の
分
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け

山
交
差
点
で
の
事
件
事
故
の
抑

止
に
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

運
用
開
始
式
で
、
学
園
の
三

輪
博
美
事
務
局
長
（
現
経
営
統

括
本
部
長
）
と
同
協
議
会
の
古

川
善
次
郎
会
長
が
出
席
、
伊
藤

彰
久
千
種
警
察
署
長
の
立
ち
合

い
で
後
藤
淳
理
事
長
名
で
署
名

し
た
覚
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し

た
。
カ
メ
ラ
は
正
面
玄
関
わ
き

　

学
園
は
大
学
本
山
キ
ャ
ン
パ

ス
前
に
防
犯
カ
メ
ラ
四
台
を
寄

付
し
、
二
月
二
十
八
日
か
ら
運

用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
学
園
の

社
会
貢
献
の
一
つ
で
、
寄
付
を

受
け
た
千
種
防
犯
協
議
会
が
実

際
の
運
用
維
持
に
あ
た
り
、
本

の
敷
地
内
の
支
柱
に

据
え
付
け
ら
れ
＝
写

真
、
高
さ
約
五
㍍
の

位
置
か
ら
四
方
向
に

向
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

方
式
で
、
真
っ
暗
闇

の
中
で
の
撮
影
も
可

能
と
の
こ
と
で
す
。

大
学
本
山
キ
ャ
ン
パ
ス
前

　

防
犯
カ
メ
ラ
寄
付

て
い
ま
し
た
。
久
保
芳
孝
校
長

ら
も
同
席
し
ま
し
た
。

　

五
月
十
二
日
は
大
学
三
年
生

の
母
親
に
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
本

部
棟
で
交
付
し
ま
し
た
。
後
藤

理
事
長
が
母
親
に
「
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
奨
学
金
を
手
渡

し
、
母
親
も
「
大
事
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
答
え
て

い
ま
し
た
。
後
藤
理
事
長
は
学

生
に
も
「
男
一
人
だ
か
ら
お
母

さ
ん
を
大
事
に
し
て
頑
張
っ

て
」
と
励
ま
し
て
い
ま
し
た
。

後
藤
泰
之
学
長
ら
大
学
、
学
園

幹
部
も
同
席
し
ま
し
た
。

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
太
田

稔
彦
豊
田
市
長
の
「
地
域
が
必

要
と
す
る
優
れ
た
人
材
に
な
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と

の
祝
辞
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
新
入
生
を
代
表

し
て
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ａ
Ｍ
学
科
の

原
田
誉
大
君
が
「
社
会
に
貢
献

で
き
る
世
代
に
な
る
べ
く
本
日

か
ら
学
生
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す

る
私
た
ち
は
大
き
な
期
待
と
使

命
感
で
一
杯
で
す
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
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大
学 
１
３
７
５
人
に
学
位
記
授
与

各設置校で卒業式
　

学
園
設
置
校
の
平
成
二
十
五
年
度
卒
業
式
は
三
月
一
日

の
愛
工
大
名
電
高
校
を
皮
切
り
に
愛
工
大
附
属
中
学
校
が

十
三
日
、
愛
工
大
情
報
電
子
専
門
学
校
が
十
八
日
と
続
き
、

二
十
三
日
の
愛
知
工
業
大
学
で
終
え
ま
し
た
。
卒
業
生
は
懐

か
し
い
校
舎
を
後
に
、
新
し
い
人
生
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

大
学
の
卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式
は
八
草

キ
ャ
ン
パ
ス
・
鉀
徳
館
で
開
か

れ
、
総
数
千
三
百
七
十
五
人
に

後
藤
泰
之
学
長
か
ら
学
位
記
の

授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

博
士
の
学
位
記
は
三
人
。
修

士
の
学
位
記
は
計
八
十
二
人
。

さ
ら
に
卒
業
証
書
・
学
位
記
は

工
学
部
八
百
三
十
七
人
、
経
営

学
部
二
百
二
十
三
人
、
情
報
科

学
部
二
百
三
十
人
の
各
代
表
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
藤
学
長
は
式
辞
で
「
本
学

の
教
育
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
『
創

造
と
人
間
性
』
の
言
葉
を
胸
に

皆
さ
ん
が
社
会
の
発
展
に
積
極

　

名
電
高
校
の
平
成
二
十
六
年

度
大
学
入
試
合
格
者
数
は
、
国

公
立
で
は
京
都
大
学
に
初
め
て

一
人
合
格
者
が
出
た
ほ
か
名
古

屋
大
学
、
名
古
屋
工
業
大
学
、

　

若
水
キ
ャ
ン
パ
ス
喬
徳
館
で

行
わ
れ
、
科
学
技
術
科
百
四
十

人
、
情
報
科
学
科
四
十
人
、
普

　

淳
和
記
念
館
体
育
館
で
開
か

れ
、
百
十
八
人
が
学
び
舎
を
巣

立
ち
ま
し
た
。
久
保
芳
孝
校
長

が
代
表
の
荒
川
貴
森
君
に
卒
業

証
書
を
手
渡
し
た
後
、
式
辞
を

述
べ
、
英
国
の
小
説
家
サ
マ

セ
ッ
ト
・
モ
ー
ム
の
作
品
を
引

用
し
て
「
世
界
に
一
つ
し
か
な

い
自
分
自
身
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ

る
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
を
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
で
織
り
上
げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
は
な
む
け
の
言

葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
後
藤
淳
理
事
長
が
挨

拶
し
「
自
分
が
何
を
学
び
た
い

か
よ
く
見
極
め
て
、
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

梶
野
俊
樹
君
が
答
辞
を
述
べ
ま

　

専
門
学
校
の
大
教
室
で
開
か

れ
五
十
五
人
が
卒
業
し
ま
し

た
。
稲
垣
愼
二
校
長
が
代
表
の

天
野
夢
斗
君
（
情
報
工
学
科
）

に
卒
業
証
書
を
授
与
、「
社
会

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
間
に

な
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
後
藤
淳
理
事
長

も
励
ま
し
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。

　

高
度
情
報
処
理
学
科
三
年
制

課
程
の
寺
園
貴
君
が
「
本
校
で

学
び
、
身
に
着
け
た
知
識
や
技

術
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い

て
発
揮
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
代
表
し
て
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

三
重
大
学
各
二
人
、
東
京
芸
術

大
学
一
人
な
ど
計
三
十
一
人
、

私
立
で
は
愛
知
工
業
大
学
の

二
百
二
十
九
人
を
は
じ
め
、
中

京
大
学
四
十
三
人
、
南
山
大
学

三
十
五
人
、
愛
知
大
学
二
十
九

人
、
慶
應
大
学
２
人
、
早
稲
田

大
学
４
人
な
ど
で
し
た
。

　

学
園
は
三
月
二
十
八
日
、
国

立
大
学
に
現
役
合
格
し
た
四
人

を
招
き
、
後
藤
淳
理
事
長
が
お

祝
い
し
ま
し
た
。
後
藤
理
事
長

は
「
し
っ
か
り
勉
強
し
て
ほ
し

い
」と
図
書
券
を
贈
り
ま
し
た
。

通
科
四
百
三
十
人
の
計
六
百
十

人
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　

各
科
の
代
表
に
久
保
芳
孝
校

長
か
ら
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ

た
後
、久
保
校
長
は
式
辞
で「
仏

教
の
教
え
に
あ
る
〝
無
財
の
七

施
〟
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
。
人
に
思
い
や
り
、
慈

し
み
、
優
し
さ
を
与
え
る
人
生

を
作
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
は

な
む
け
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
後
藤
淳
理
事
長
が

「
新
し
い
道
へ
進
ん
で
い
ろ
ん

な
こ
と
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に

は
こ
の
学
校
で
学
ん
だ
力
、
名

電
魂
で
克
服
し
て
ほ
し
い
。
活

京
大
合
格
な
ど
祝
う

　

名
古
屋
市
名
東
区
の
姉
妹
学

園
・
あ
い
わ
幼
稚
園
で
三
月

十
五
日
、
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
晴
れ
着
姿
の
卒
園
児

九
十
八
人
は
後
藤
泰
之
園
長

（
愛
工
大
学
長
）
か
ら
修
了
証

書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
後
藤

園
長
は
「
卒
園
お
め
で
と
う
。

小
学
校
へ
入
っ
た
ら
勉
強
や
運

動
な
ど
い
ろ
ん
な
経
験
を
い
っ

ぱ
い
し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

懐かしい母校を後にする卒業生たち

的
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
挨
拶
に
立
っ
た
後
藤
淳

理
事
長
は
「
大
学
で
蓄
え
た
知

識
を
活
か
し
て
豊
か
な
社
会
に

貢
献
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
」
と

励
ま
し
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
工
学
部

土
木
工
学
専
攻
の
長
田
拓
真
君

が
「
愛
知
工
業
大
学
卒
業
生
と

し
て
の
自
覚
と
自
信
を
持
ち
、

社
会
に
貢
献
い
た
し
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

後藤泰之学長から卒業証書 ・ 学
位記を受ける工学部８３７人の総代

し
た
。

名
電
高
校
６
１
０
人
巣
立
つ

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
励

ま
し
を
送
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
遠
山
翔

大
君
が
「
父
や
母
の
愛
情
。
お

世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
々

に
あ
り
が
と
う
の
言
葉
を
贈
り

ま
す
」と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

附
属
中
は
１
１
８
人
卒
業

専
門
学
校
５
５
人
が
卒
業

あ
い
わ
幼
稚
園
で
卒
園
式
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附属中卓球部を学園表彰 ３連続
全国制覇

　

愛
知
工
業
大
学
名
電
高
等
学

校
同
窓
会
の
平
成
二
十
六
年
度

役
員
総
会
が
五
月
二
十
三
日
、

名
古
屋
市
内
で
開
か
れ
役
員
改

選
の
結
果
、
新
会
長
に
葛
谷
捷

臣
氏
（
70
）
＝
写
真
＝
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
任

期
は
二
年
。 

　

葛
谷
氏
は
昭

和
三
十
八
年
三

月
、
名
古
屋
電
気
工
業
高
等
学

校
を
卒
業
。
同
窓
会
で
は
学
園

創
立
百
周
年
実
行
委
員
長
、
副

会
長
、
広
報
委
員
長
な
ど
を
務

め
ま
し
た
。
な
お
平
成
十
二
年

～
十
五
年
、
愛
知
工
業
大
学
後

援
会
会
長
も
務
め
ま
し
た
。

　

愛
工
大
名
電
高
校
は

一
九
一
二
年
（
大
正
元
年
）

に
創
設
、
本
年
三
月
時
点
で

五
万
七
千
二
百
五
十
二
人
の
卒

業
生
を
数
え
ま
す
。
葛
谷
氏
は

「
百
余
年
の
歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
会
員
が
親
し
く
語
り

合
え
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

る
同
窓
会
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
少
子
化
に
対
し
て
も

皆
さ
ん
の
お
力
を
借
り
て
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
加
藤

訓
前
会
長
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
新
体
制
を
支
え
ま
す
。

　

総
会
に
は
四
十
四
人
が
出

席
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計

画
や
予
算
案
な
ど
を
了
承
し
ま

し
た
。
ま
た
新
役
員
に
渡
邊
喜

美
子
、
宮
島
仁
、
宮
脇
智
弘
の

三
氏
を
迎
え
ま
し
た
。
渡
邊
さ

ん
、
宮
脇
さ
ん
は
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
も
務
め
ま
し
た
。
普
通
科

で
は
女
子
の
人
気
が
高
ま
り
、

比
率
が
二
七
％
台
に
高
ま
る
な

ど
女
性
会
員
が
増
え
る
中
、
初

の
女
性
理
事
の
渡
邊
さ
ん
へ
の

期
待
も
大
き
い
よ
う
で
す
。

　

名
電
高
校
同
窓
会

　
　
　

新
会
長
に
葛
谷
氏

　

第
十
五
回
全
国
中
学
選
抜
卓

球
大
会
の
男
子
団
体
で
二
年
連

続
優
勝
し
た
附
属
中
学
卓
球
部

に
対
す
る
学
園
表
彰
が
五
月

十
五
日
、
若
水
キ
ャ
ン
パ
ス
南

校
舎
で
開
か
れ
た
学
園
ク
ラ
ブ

活
動
後
援
会
総
会
の
席
上
行
わ

れ
ま
し
た
。
後
藤
淳
理
事
長
か

ら
真
田
浩
二
監
督
や
部
員
た
ち

に
表
彰
状
、
記
念
プ
レ
ー
ト
な

ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

真
田
監
督
は
「
大
事
な
場
面

で
選
手
た
ち
が
や
る
べ
き
こ
と

を
や
り
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を

も
ぎ
取
っ
た
の
が
勝
利
に
結
び

つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
選
手
た

ち
の
夢
は
世
界
で
メ
ダ
ル
を
取

る
こ
と
。
今
後
も
精
進
を
続
け

ま
す
」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、

出
席
の
会
員
か
ら
大
き
な
拍
手

を
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
後

援
会
の
高
橋
治
朗
会
長
か
ら
も

激
励
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
藤
理
事
長
は
総
会
の
挨
拶

で
「
ス
ポ
ー
ツ
は
小
さ
い
時
か

ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
。
中

学
で
も
卓
球
に
力
を
入
れ
て
い

る
が
、
選
手
た
ち
を
大
き
く
伸

ば
し
て
や
り
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
主
力
の
木
造
勇
人

選
手
、
高
見
真
己
選
手
（
い
ず

れ
も
三
年
）
は
全
日
本
の
合
宿

に
参
加
中
で
欠
席
し
ま
し
た
。

　

選
抜
大
会
は
三
月
二
十
八

日
、
二
十
九
日
、
島
根
県
で
開

クラブ活動後援会の席上行われた附属中卓球部の学園表彰

　

学
園
の
後
援
組
織
・
名
古

屋
電
気
学
園
愛
名
会
の
平
成

二
十
六
年
度
総
会
が
五
月
三
十

日
、
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、
会
員
や
学
園
関
係
者
ら

約
二
百
九
十
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
新
会
長
に
決
ま
っ

た
佐
々
木
眞
一
氏
が
挨
拶
、「
愛

名
会
が
発
足
し
て
十
七
年
た

ち
、
会
員
も
一
千
人
に
近
づ
い

て
い
ま
す
。
今
後
も
活
動
を
よ

り
一
層
活
発
化
し
愛
名
会
発
展

に
尽
力
し
た
い
」
と
述
べ
、
会

員
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

ま
た
名
誉
会
長
を
務
め
る
後

藤
淳
学
園
理
事
長
も
挨
拶
し
、

六
年
間
会
長
を
務
め
今
回
顧
問

に
就
任
し
た
神
尾
隆
前
会
長
に

お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
二
十
五
年
度
の
事

業
や
決
算
、
二
十
六
年
度
の
事

業
計
画
や
予
算
な
ど
が
報
告
さ

か
れ
、
決
勝
で
青
森
山
田
（
青

森
県
）
を
三
対
一
で
破
り
ま
し

た
。
決
勝
は
橋
本
一
輝
選
手

（
当
時
一
年
）、
木
造
選
手
（
同

二
年
）
が
連
勝
、
勢
い
に
乗
り

ま
し
た
。
複
は
落
と
し
た
も
の

の
、
四
番
手
の
高
見
選
手
（
同

二
年
）
が
青
森
山
田
の
エ
ー
ス

を
破
り
、優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

選
抜
は
昨
年
三
月
に
奈
良
市
で

開
か
れ
た
大
会
に
続
い
て
二
連

覇
。
ま
た
、
昨
年
夏
に
岐
阜
市

で
開
か
れ
た
全
国
中
学
卓
球
で

の
優
勝
を
は
さ
み
三
連
続
全
国

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
決
勝

戦
の
相
手
は
す
べ
て
青
森
山
田

で
し
た
。

愛
名
会
総
会 

山
﨑
氏
が
プ
ロ
野
球
人
生
を
振
り
返
る

れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
続
い
て
講
演
会
が
開

か
れ
、
今
春
プ
ロ
野
球
選
手
を

引
退
、
現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
山
﨑
武
司
氏
が
「
３
度
の

ク
ビ
か
ら
現
役
27
年
」
と
題
し

て
一
時
間
話
し
ま
し
た
。
愛
工

大
名
電
高
校
か
ら
ド
ラ
フ
ト
二

位
で
中
日
へ
入
団
、
引
退
ま
で

の
プ
ロ
野
球
人
生
を
振
り
返
り

ま
し
た
。
山
﨑
氏
は
十
一
人
の

監
督
に
仕
え
ま
し
た
が
、
特
に

楽
天
時
代
の
野
村
克
也
監
督
に

つ
い
て
「
素
晴
ら
し
い
方
で
、

野
球
に
対
す
る
考
え
方
を
変
え

て
く
れ
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
や
打

点
王
を
取
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
」
と
語
り
、
そ
の
出
会
い
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
裏
話
を
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
紹
介
、
会
員
た
ち

は
興
味
深
そ
う
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

講演する山﨑武司氏
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ピンポン外交の精神再び

上
海
の
民
間
チ
ー
ム

後
藤
理
事
長
を
訪
問

　「ピンポン外交の精神で日中関係改善に一役を」と中
国・上海の民間卓球チームが来日、５月７日、ピンポン
外交の舞台となった愛知県体育館を訪れ、愛知県日中友
好協会、愛知県卓球協会の各会長を務める後藤淳理事長
と懇談しました。新聞、テレビ各社が取材に訪れ、５月
10 日付中日新聞の社説でも「新ピンポン外交」のテー
マで取り上げられ、注目を集めました。

　

上
海
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て

い
る
日
本
語
テ
レ
ビ
番
組
の

キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
、
卓
球
の

学
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
経
験
も

あ
る
呉
四
海
氏
が
「
ピ
ン
ポ
ン

外
交
こ
そ
日
中
関
係
の
原
点
」

と
現
地
で
卓
球
の
腕
に
覚
え
が

あ
る
仲
間
に
呼
び
か
け
て
、
昨

年
か
ら
来
日
の
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
来
名
前
日
に
は
東

京
で
日
本
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と

親
善
試
合
も
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

一
行
は
元
国
際
卓
球
連
盟
会

長
の
徐
寅
生
氏
を
名
誉
顧
問
と

す
る
十
八
人
。
徐
氏
は
米
中
、

日
中
の
関
係
改
善
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
第
三
十
一
回
世
界
卓

球
選
手
権
名
古
屋
大
会
で
は
男

子
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
と
し
て
来

日
、
こ
れ
ま
で
後
藤
理
事
長
と

も
親
交
を
温
め
て
き
ま
し
た
。

　

一
行
を
出
迎
え
た
後
藤
理
事

長
は
「
こ
の
愛
知
県
体
育
館
で

第
三
十
一
回
の
世
界
卓
球
選
手

権
が
開
か
れ
ま
し
た
。
三
年
前

に
は
ピ
ン
ポ
ン
外
交
四
十
周
年

と
い
う
こ
と
で
往
年
の
選
手
に

も
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
卓

球
を
通
し
て
長
い
間
交
流
を
続

け
、
お
互
い
に
年
を
取
り
ま
し

た
が
、
元
気
で
ま
た
お
会
い
で

き
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
徐
さ

ん
も
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
今

後
も
日
中
の
交
流
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
」
と
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

一
行
は
こ
の
後
、
淳
和
記
念

ピ
ン
ポ
ン
外
交
の
舞
台
、
愛
知
県

体
育
館
で
元
国
際
卓
球
連
盟
会
長

の
徐
寅
生
氏
、
夫
人
の
陳
麗
汶
さ

ん
と
握
手
す
る
後
藤
理
事
長

淳和記念館メモリアルギャラリーでは後藤理事長
の案内でピンポン外交関連資料を見学しました

▲

　大学が昨年度受審した公益財団法人・日本高等教育評
価機構が行う、大学機関別認証評価の評価報告書が認定
証とともに届きました。報告書では「評価の結果、愛知
工業大学は、日本高等教育評価機構が定める大学評価基
準に適合していると認定する」との判定でした。
　総評として、「総じて、学部・学科などの構成、教員組織、
教育環境及び学生支援体制が適切に整備され、安定した
財務・経営基盤を有している。また、研究施設が整備さ
れ、大学・大学院の学生に対し貴重な研究の場を提供し
ているとともに、共同研究、委託研究により地域貢献に
も寄与している」とされました。
　また「優れた点」として、「社会の要請に応え、国際
的にも評価される大学づくりのため、『教育研究活性化

館
メ
モ
リ
ア
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ

も
足
を
運
び
、
展
示
さ
れ
て
い

る
ピ
ン
ポ
ン
外
交
関
連
資
料
を

見
学
、
特
に
一
九
七
一
年
の
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
卓
球
（
友
好
）

選
手
権
大
会
の
珍
し
い
パ
ノ
ラ

マ
写
真
は
注
目
を
集
め
て
い
ま

し
た
。

推進プロジェクト』を発足させて、組織的に運営していること」、「みらい工房や、総合技術研究所の
下の耐震実験センター、地域防災研究センター、エコ電力研究センターなどの附属施設がよく整備さ
れ、有効に活用されていること」の２点が特記されました。

「大学評価基準に適合」　 本学へ認定証届く

「本評価機構が定める大学評価基準に
適合していると認定する」 との認定証


